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を 抽 出 し RT–PCR に てⅠ型 コ ラ ー ゲ ン，
VEGF，インテグリンα 5，オステリックスの遺
伝子発現を解析した．その結果，hMSCは，
MS，BLおよびWLの何れのチタン表面形状に
おいても， 3， ₇，１4日後においてミトコンドリ
ア代謝活性に有意な変化を示さなかった．また，
hMSCの形態は，MSでは研磨溝に沿って扁平に
細長く伸展し，BLでは方向性なく不定形に伸展
し，一方，WLでは細胞がディンプルの形状に一
致して入り込むように存在し円形を呈していた．
また，インテグリンα 5，VEGF，Ⅰ型コラーゲ
ンおよびオステリックスのいずれの遺伝子におい
てもWLはMSおよび BLに比べて有意な発現
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の上昇を示した．
　動物実験ではφ3.0mm×長さ5.0mmのインプ
ラント体に，MSおよびWLを施し，日本家兎
（１₇～１9週の3.0㎏，雌）の大腿骨骨幹部へ埋入
した．埋入後， 3および ₇週でインプラント体を
周囲組織とともに摘出し，光重合レジンに包埋後
非脱灰研磨切片を作製し組織学的に観察した．そ
の結果，WLではMSに比べて埋入後 3週より内
骨膜側からインプラント体周囲に新生骨形成の有
意な増加を認めた．
【結論】
　以上より，WLはこれまでに例にない特異な加
工表面形状であり，種々の細胞培養の基盤とし
て，また生体材料として組織への適合や接着およ
び機能発現に効果を発揮する可能性が期待される．
